
■岐阜大学工学部応用情報学科

募集人員 教授　1名
所 属 知識情報講座
専門分野 情報工学（情報・符号理論などの計算機工学の基礎分野）
応募資格 博士の学位を有し，情報工学（情報・符号理論などの計算機工学の基礎分野）で研究業績があり，専門分野が関連する大学院博士

後期課程の教育・研究指導に意欲的な方で，全学共通教育も含む学部教育ができる方
着任時期 平成22年年4月1日を予定
提出書類 履歴書，研究業績リスト（論文，著書，特許など．教育・管理運営などに関する実績があれば，併せてお書きください），外部資

金の取得実績等，主要論文別刷（3編），これまでの研究概要と今後の計画（A4用紙2枚程度），学部および大学院教育に対する抱
負（A4用紙1枚程度），参考意見を伺える方2名の氏名・連絡先，その他，特記すべきこと（学会活動，社会活動等）

応募締切 平成21年12月25日（必着）
送 付 先 〒501-1193 岐阜県岐阜市柳戸1-1　岐阜大学工学部応用情報学科　学科長　岸田邦治
 E-mail:kishida@gifu-u.ac.jp　Tel(058)293-2804　「応用情報学科教員応募書類」と朱書し簡易書留
そ の 他 特に要望のない限り，提出いただいた書類は当方にて廃棄させていただきます
 書類選考後に面接を行います

■筑波大学大学院図書館情報メディア研究科

募集人員 助教　1名（任期付き）
所 属 情報メディアシステム分野
専門分野 情報工学，特にWebを含むテキスト情報からの自然言語処理的アプローチによる情報検索システム技術
担当科目 学類：自然言語解析基礎，情報検索システム，知識情報演習，実習など
応募資格 博士またはPh.D.を有し（着任までに取得見込みも可），教育と研究に熱意と能力がある方
着任時期 平成22年5月1日以降のできるだけ早い時期
提出書類 履歴書（E-mailアドレスを明記），研究業績リスト（著書，査読付き学術雑誌論文，査読付き国際会議論文，その他などに分類し

たもの），主要論文別刷（最近5年以内のもの，4編，コピー可（各1部）），教育・実技・実務等業績リスト（A4用紙１枚程度），着
任後の研究計画および教育の抱負（A4用紙1枚程度），外部資金の獲得状況，推薦書1通または意見をお伺いできる方2名の氏名・
連絡先

応募締切 平成22年1月12日（必着）
送 付 先 〒305-8550 茨城県つくば市春日1-2　筑波大学大学院図書館情報メディア研究科　研究科長　中山伸一
 「教員応募書類」と朱書し簡易書留　＊応募書類は返却いたしません
照 会 先 図書館情報メディア研究科　松本　紳　E-mail:amy@slis.tsukuba.ac.jp

そ の 他 詳細はWebページ（http://www.tsukuba.ac.jp/update/jobs/）をご覧ください

人材募集
（有料会告）

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲
載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科
目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ 
 E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000円（税込）
 賛助会員（企業） 31,500円（  〃  ）
 賛助会員以外の企業 52,500円（  〃  ）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000円で同一内容を本会Webページに 
 　掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail:editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念の 

　ため確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと
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■電気通信大学情報工学科

募集人員 テニュアトラック特任助教または特任准教授　１名（5年目に常勤准教授の審査があります）
専門分野 ゲーム情報学（キーワード：組合せゲーム，パズル，人工知能，機械学習，認知科学，ソフトコンピューティング）
応募資格 採用時に博士の学位を有しており，かつ，上記の専門分野において，優秀な研究を推進している方．自立して独創的な研究を行

い得る能力を有する方．下記採用予定期間内に重複して他の研究機関・企業等に所属しないこと．ポスドクの経験，企業勤務経験，
またはそれに相当する経験を有することが望ましい

着任時期 平成22年4月1日以降，できるだけ早い時期
応募締切 平成22年1月12日（17時必着）
照 会 先 情報工学科　教授　村松正和　E-mail:muramatu@cs.uec.ac.jp

そ の 他 【任期】5年
 提出書類，送付先などの詳細はWebページ（http://www.ghrdp.uec.ac.jp/bosyu/bosyuJ6_top.html）をご参照ください

■電気通信大学先端領域教育研究センター

募集人員 テニュアトラックポストの特任准教授または特任助教　1名
専門分野 情報セキュリティ（基礎理論，システム系セキュリティのいずれか）
応募資格 採用時に博士の学位を有しており，かつ，優秀な研究を推進している方
着任時期 平成22年4月1日以降，できるだけ早い時期
応募締切 平成22年1月12日（必着）
照 会 先 情報通信工学科　教授　太田和夫　Tel(042)443-5362　Fax(042)443-5291
そ の 他 【任期】平成27年3月31日までの任期付き．ただし，業績によってテニュアポストへの昇任が可能
 詳細はWebページ（http://www.ghrdp.uec.ac.jp/bosyu/bosyuJ6_top.html）をご参照ください

■相愛大学音楽学部音楽マネジメント学科（設置計画中）

募集人員 教授，准教授または講師　１名
所 属 IT音楽産業コース
専門分野 情報工学
担当科目 音楽学部の学生に，ITシステムおよびソフトウェア・プログラミングを教える．「オブジェクト指向言語」「JAVAとインターネッ

トアプリケーション」「データベース論」．また次の科目の中から1～ 2科目教えられることが望ましい．「CGプログラミング」「Web

デザイン」「インターネットマーケティング」
応募資格 大学院修士課程修了，またはそれと同等の研究業績，または大学教育に活かせる社会実績を有する方．大学の教育改革や運営の

改善に関心のある方
着任時期 平成23年4月1日より順次（新設のため分野により年次ごと順次採用）
提出書類 履歴書，業績リスト（研究分野にかかわる論文・著書・活動実績のリスト），資料（業績書リストに表記された代表的な論文著書

など3点まで），「音楽マネジメント」「音楽ビジネス」「音楽と IT」「音楽と経営学」などをキーワードに自分のできることやりた
いことをまとめた小論文（A4用紙1枚程度）

応募締切 平成22年1月14日（必着）
送 付 先 〒559-0033 大阪府大阪市住之江区南港中4-4-1　相愛大学音楽学部　音楽学部長
 「音楽学部教員応募書類（音楽マネジメント｛D}）在中」と朱書し書留または宅配便
照 会 先 教務課長　久須美裕治　Tel(06)6612-5900（ext.401）
そ の 他 【勤務地住所】大阪府大阪市住之江区南港中 4-4-1　任用後は近畿圏に居住し通勤可能の方に限る
 Webページ（http://www.soai.ac.jp）

■電気通信大学

募集人員 教授または准教授　1名
所 属 情報理工学部総合情報学科，および情報理工学研究科総合情報学専攻
専門分野 ネットワークセキュリティ
担当科目 ネットワークセキュリティ，コンピュータネットワーク，共通科目など（以上学士課程），ネットワークセキュリティ特論など（以

上博士前期および後期課程）
応募資格 博士の学位を有する方．上記の分野において業績があり，教育と研究を通じて同分野の発展に貢献できる方．新研究室および新

学科，新コースの立ち上げに熱意を持って行動できる方
着任時期 平成22年4月1日以降のできるだけ早い時期
提出書類 詳細はWebページ（http://www.hc.uec.ac.jp/documents/netsecurity11-4.pdf）をご覧ください
応募締切 平成22年1月15日（必着）
照 会 先 電気通信学部人間コミュニケーション学科　吉浦　裕　E-mail:yoshiura@hc.uec.ac.jp　Tel(042)443-5517
そ の 他 書類は郵送してください
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■株式会社アイズファクトリー

募集人員 正社員若干名
所 属 システム開発部
仕事内容 検索・リコメンド等の解析エンジン／システムの設計・開発・保守
応募資格 企業あるいは研究機関でのJava，C++，Ruby等での開発経験やSE経験，または上記分野に関連する知識を有し，先進技術に興

味を持ち主体性と熱意を持って業務にあたれる方
着任時期 決定後なるべく早い時期
提出書類 履歴書（E-mailアドレスを明記），職務経歴書（または研究実績），着任後の抱負（2000字程度）
応募締切 平成22年1月31日（必着）
照 会 先 弊社Webサイト問合せフォーム（http://www.isfactory.co.jp/contact.php）よりご連絡ください
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.isfactory.co.jp/r_ap_res.html#tab_title6-2）をご覧ください

■山口大学大学院理工学研究科

募集人員 助教　1名（任期：5年，再任：1回に限る）
所 属 情報・デザイン工学系学域
専門分野 情報工学
担当科目 大学院：情報工学に関連する演習科目
 学部：情報工学に関連する講義科目，演習科目
応募資格 着任時に博士の学位を有し，情報工学分野に関する研究実績があり今後も先端的研究を推進できる方．また，上記科目の講義お

よび学部の基礎教育を担当可能な方
着任時期 平成22年4月1日以降できるだけ早い時期
提出書類 履歴書，業績リスト，主要論文別刷，着任後の教育と研究についての抱負（各1000字程度），外部資金獲得状況，学会・社会貢献

活動，応募者について意見を伺える方2名の氏名・連絡先
応募締切 平成22年1月31日（必着）
送付先／照会先 〒755-8611 山口県宇部市常盤台2-16-1　山口大学工学部知能情報工学科　学科長　中村秀明
  E-mail:nakahide@yamaguchi-u.ac.jp　Tel(0836)85-9531　「教員応募書類在中」と朱書し簡易書留
そ の 他 書類選考の後，面接（プレゼンテーションを含む）を行います．なお，その際の旅費は，自己負担となります
 詳細はWebページ（http://www.yamaguchi-u.ac.jp/kyoukankoubo.html）をご覧ください

■名古屋大学大学院情報科学研究科

募集人員 准教授　１名
所 属 複雑系科学専攻創発システム論講座
専門分野 複雑系科学（創発システム）
担当科目 情報科学研究科複雑系科学専攻（創発システム論講座）の講義および大学院学生の指導，情報文化学部の講義，および全学教育の

講義
応募資格 博士の学位を有し，複雑系科学の手法により進化ダイナミクスに関する構成論的研究を行い，同時にその応用を志向している方
着任時期 平成22年４月１日以降の早い時期
提出書類 履歴書，業績リスト（a.著書，b.査読付き原著論文，c.査読付き国際会議論文，d.その他の論文，総説，解説等，e.特許等知的財

産権，f. 招待講演，g.競争的外部資金獲得，h.特記すべき事項，に分ける）を共著・分担執筆を含み記載すること，主要論文別刷（3
編以内，コピー可（各3部）），これまでの代表的な研究の概要（すべてA4用紙2枚以内，2000字程度（図表を含むも可）），今後の
研究計画（A4用紙2枚以内．目的とする研究に関して，複雑系科学（創発システム）としての重要性，同分野発展に果たす役割な
どの研究意義を分かりやすく書くこと．また，概念図を入れることが望ましい），教育に関する抱負（A4用紙1枚，1000字程度），
照会が可能な2名の方の所属・連絡先（E-mailアドレス，電話等）

応募締切 平成22年2月1日（必着）
送付先／照会先 〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町A4-2（780）　名古屋大学大学院情報科学研究科　複雑系科学専攻長　北　栄輔
そ の 他 詳細な内容は，本研究科Webページ（http://www.is.nagoya-u.ac.jp/）をご覧ください
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ソフトウェアジャパン 2010 
『サスティナブル社会を実現するＩＴ』開催のご案内 
http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/forum/software-j2010/ 

※併催：情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会  
 

開催日時：平成２２年３月１１日(木) 9:30-17:15（全体セッション） 
       * IT フォーラムセッションは 3 月９日（火）15：30-17：30・10 日（水）10:00-12:00，15:30-17:30・ 

11 日（木）10:00-12:00，14:30-16:30 

開催会場：東京大学 本郷キャンパス 安田講堂（東京都文京区本郷 7-3-1） 
      * IT フォーラムセッションは工学部新 2 号館 1F 212 講義室（12B），工学部新 2 号館 1F211 講義室（11C） 

主催：情報処理学会 
協賛：社団法人 情報サービス産業協会，社団法人 日本情報システム・ユーザ協会，社団法人 電子技術産業協会， 

XML コンソーシアム，社団法人 電子情報通信学会，日本ソフトウェア科学会 
後援：文部科学省，総務省（予定），経済産業省，独立行政法人 情報処理推進機構 
 

情報処理学会では IT プロフェッショナル（実務家）のためのシンポジウムとして，2004 年度から毎年度「ソフトウェアジャパン」を開催し，多数の企

業・大学等からのご支援を頂いております．本年度は，「サスティナブル社会を実現する IT」と題しまして，今社会にとっての主要な課題である「持

続可能性」を，情報技術が適用できる新しい応用領域として捉え，この問題に対して IT に何ができるのか，新しいビジネスチャンスは何か，につい

て企業の取り組みとして実務系の講演と IT 系の講演を，そして全国大会招待講演では将来ビジョンに関する講演を行い，その後パネル討論で会

場の皆様も交えながら議論してまいりたいと思います． 

また，前回のソフトウェアジャパンと同様に，今回のテーマ以外にも IT に関する幅広い課題を，学会，産業界，社会の多くの方々がともに議論で

きる開かれたコミュニティとして当会で活動しております IT フォーラムによる「IT フォーラムセッション」，他団体（IPA/SEC，JISA，JUAS，XML コンソ

ーシアム，PM 等）との連携イベント，さらに，日本発の世界に誇るソフトウェアの研究者・開発者・技術者による講演 「ザ・ジャパンソフトウェアセッシ

ョン」を企画開催予定です．皆様，是非とも奮ってご参加ください． 
 

■参加費 ：無料 ［*併催の情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会も無料で聴講できます.］ 

■参加申込：標記のソフトウェアジャパン 2010 Web サイトから事前申込をお願いします． 
■参加申込〆切：平成 22 年 2 月 26 日（金） *定員 1,000 名になり次第〆切 
■問合せ先：情報処理学会事業部門 Tel.(03)3518-8373 E-mail:jigyo@ipsj.or.jp 
 

■全体セッション プログラム（3 月 11 日（木）9:30～17:15）［会場：安田講堂］ 

9：30- 9：35 Opening／ＩＴフォーラムの紹介                      

9：35-12：00 第１セッション：キーノート セッション 

9:35-10:10 招待講演(1)： 「ポスト京都時代」をどう生き抜くのか 

末吉 竹二郎（国連環境計画・金融イニシアティブ 特別顧問） 

10:10-10:45 招待講演(2)： Smarter Planet -- IT が拓く持続可能な社会 

久世 和資（日本アイ・ビー・エム(株)執行役員 開発製造担当） 

10:45-10:50 休憩 

10:50-11:25 招待講演(3)： 調整中 

早舩 一弥（三菱自動車工業(株) 商品戦略本部 副本部長） 

11:25-12:00 招待講演(4)： 低炭素社会の実現に向けて加速するグリーンＩＴ 

関口 智嗣（（独）産業技術総合研究所 情報技術研究部門 研究部門長） 

12:00-13:00 お昼休み 

13:00-14:15 全国大会 招待講演： 「課題先進国」から「課題解決先進国」へ 
         小宮山 宏（（株）三菱総合研究所 理事長） 

14:30-16:00 第２セッション：パネルセッション「サスティナブル社会を実現するＩＴ」 

司   会：丸山宏（キヤノン（株）デジタルプラットフォーム開発本部 副本部長） 

パネリスト：末吉 竹二郎（国連環境計画・金融イニシアチブ 特別顧問） 

         久世 和資（日本アイ・ビー・エム(株)執行役員 開発製造担当） 

         早舩 一弥（三菱自動車工業(株)開発本部 副本部長（MiEV 開発担当） 

         関口 智嗣（（独）産業技術総合研究所 情報技術研究部門 研究部門長） 

徳田 英幸（慶應義塾大学 環境情報学部教授兼政策・メディア研究科委員長） 

16:10-17:15 第３セッション：ザ・ジャパンソフトウェアセッション「次世代スマートフォンで世界を目指す」 

16:10-16:15 ソフトウェアジャパンアワード 表彰式 

16:15-16:30 招待講演(1)： 『LightBike』のヒットに至るまでと今後の展開～全米 No.1 iPhone アプリになった経緯とその要因～

柳澤 康弘（（株）パンカク 代表取締役社長） 

16:30-16:45 招待講演(2)：個人で制作し世界に配信する 

深津 貴之（（株）Art & Mobile 代表取締役） 

16:45-17:10 鼎談： 日本発のソフトで世界を目指す 

林 信行（フリーランス）×柳沢 康弘（（株）パンカク）×深津 貴之（（株）Art & Mobile） 

17:10-17:15 Closing 
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■ＩＴフォーラムセッション プログラム（3 月９日（火）1５:３0-1７:３0） 

主催 情報処理学会創立 50 周年記念全国大会プログラム委員会  

共催 情報処理学会 IT ダイバーシティ フォーラム，IEEE Japan Council Women in Engineering Affinity Group（予定）  

協賛  東京大学男女共同参画室（予定） 

"CHANGE! Yes, we can!  Past, Present, Future of Women in Information Technology" (仮題) 
                                                           ［会場 理学部１号館 ２F 小柴ホール］

【セッション概要】 情報処理学会創立５０周年にあたり、日本の情報処理分野における女性研究者、技術者が世界と比べ、いまだ大変少なく、ま

た、大学においても、企業においても指導的立場にある女性はさらに少ないという現状を鑑み、解決すべき問題点、その解決方法、ひいては、

女性にとって、学ぶ上でも就職する上でもＩＴ分野を魅力的にするにはどうしたらよいか、キャリアパスを築くためのヒント、継続的な励まし（メンタ

ー制度）など、これからの５０年の情報処理のあるべき姿を検討したい。 

15：30-17：30 パネル討論 "CHANGE! Yes, we can!  Past, Present, Future of Women in Information Technology"(仮題) 

挨        拶：白鳥 則郎（東北大学 電気通信研究所 教授／（社）情報処理学会 会長） 

司        会：中野 美由紀（東京大学 生産技術研究所） 

スペシャルゲスト： Frances Allen (IBM 名誉フェロー) 

パ ネ リ ス ト ：國井 秀子（リコーIT ソリューションズ（株）取締役 会長執行役員） 

            久保 真喜（国立女性教育会館 事務局長） 

重木 照信（（株）ＮＴＴデータ、経団連 高度ＩＴ人材育成部会長） 

            土井 美和子(（株）東芝 研究開発センター首席技監) 

都河 明子（東京大学 男女共同参画室 特任教授） 

            他調整中 

 

■ＩＴフォーラムセッション プログラム（3 月 10 日（水）10:00-12:00） 

サービスサイエンスフォーラム × ＪＵＡＳ （社）日本情報システム・ユーザ協会  
「サービスサイエンスがＩＴサービスの顧客満足度を向上する」                 ［会場 1 工学部新 2 号館 1F 212 講義室（12B）］

【セッション概要】社会での IT の重要性は増す一方なのに，IT 産業は順調に発展しているとは言い難い．IT 産業はこれまで製造業として努力し

てきたが，最近はサービス業的な性格が強まっている．また，IT 産業のお客様の大半がサービス業になってきており，IT 従事者はサービスの専

門家にならなければ，価値あるソリューションを提供できなくなっている．本セッションでは，サービスサイエンスによりサービスの本質に迫り，サー

ビスサイエンスが IT 産業に寄与する可能性を探ってみる．また，日本情報システム・ユーザー協会(JUAS)のサービスサイエンス研究プロジェクト

で検討してきた決定版の「サービスサイエンスによる IT サービスの顧客満足度調査シート」の検討経緯と検討結果を紹介する． 

10：00-10：30 講演 1 「IT の未来を拓くサービスサイエンス」 

諏訪 良武（ワクコンサルティング（株）常務執行役員） 

10：30-11：00 講演 2 「サービスサイエンスによる IT サービスの品質分解と顧客満足度調査シート」 

小林 敏晴（ＫＤＤＩ（株）情報システム本部業務企画部 部長／ＪＵＡS サービスサイエンス研究プロジェクト ） 

11：00-12：00 パネル討論「サービスサイエンスが IT サービスの顧客満足度を向上する」 

司   会：門倉 純一（一般社団法人 ＣＲＭ協議会 理事） 

パネリスト：小林 敏晴（ＫＤＤＩ（株）情報システム本部業務企画部 部長／ＪＵＡS サービスサイエンス研究プロジェクト ） 

       柴崎 辰彦（富士通（株）ＳＢＭ変革準備室 コンサルティング（ＢＳ） ） 

       諏訪 良武（ワクコンサルティング（株）常務執行役員） 

       妹尾 大（東京工業大学 大学院社会理工学研究科経営工学専攻 准教授） 

 

■ＩＴフォーラムセッション プログラム（3 月 10 日（水）15:30-17:30） 

ＰＭ プロジェクトマネジメント学会  
「サスティナブルな組織のためのプロジェクトマネジメント －ＩＴプロジェクトへの高度化するニーズに応えるために－」  

                                               ［会場 1 工学部新 2 号館 1F 212 講義室（12B）］

【セッション概要】ＩＴプロジェクトへの要求は年々厳しくなっている．背景には，ＩＴの発展によるサイクルタイムの短縮だけでなく，グローバリゼー

ションと最近の企業の生き残り戦略が求める厳しいコスト低減ニーズがあるのは明らかだろう．本フォーラムでは，高度化するＩＴプロジェクトへの

要求に対しモダンＰＭがどう応え，プロジェクトをどのように成功へ導くべきか，また，ＩＴプロジェクトの機会に対し，実務上どのように評価すべきか

を見る．折柄，プロジェクトマネジメントの国際標準ＩＳＯ21500 の策定がＰＣ236 で進行中であり，それがＩＴ業界へ与える影響についても検討す

る． 

15：30-15：50 講演 1： イントロダクション：PM 標準化と PM 学会の取り組み 

関 哲朗（文教大学情報学部准教授／PM 学会副会長／ISO PC236 国内対応委員会委員長） 

15：50-16：30 講演 2： 高度化するＩＴプロジェクトに対するモダンＰＭの解答と方策 

冨永 章（ＰＭラボラトリー 代表／PM 学会常任顧問） 

16：30-17：00 講演 3： PM 実務の現場から：富士通のプロジェクト審査制度 (仮題) 

島田 さつき（富士通（株）品質保証部 品質保証推進統括部 担当部長（兼） 

富士通クオリティ・ラボ（株）監査事業部 ディレクター 

17:00-17:30 ディスカッション（質疑応答と講演者による補遺） 

司会： 関 哲朗（文教大学情報学部准教授／PM 学会副会長／ISO PC236 国内対応委員会委員長） 

ディスカッサント： 冨永 章（ＰＭラボラトリー 代表／PM 学会常任顧問） 

島田 さつき（富士通（株）品質保証部 品質保証推進統括部 担当部長（兼） 

富士通クオリティ・ラボ（株）監査事業部 ディレクター 
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■ＩＴフォーラムセッション プログラム（3 月 10 日（水）15:30-17:30） 

ＸＭＬコンソーシアム   
「気象庁防災情報ＸＭＬを使った実証実験～災害から住民一人ひとりの命を守るために～」   ［会場 2 工学部新 2 号館 1F 211 講義室（11C）］

【セッション概要】昨今，台風，集中豪雨などによる痛ましい被害は増加の一途を辿っており，迅速かつ的確な防災情報の提供が以前に増して

切望される．気象庁は，自然災害の軽減，国民生活の向上，交通安全の確保，産業の発展などに寄与するため，警報，注意報などの各種防災

情報の改善・高度化を行っている．この防災情報の更なる有効活用を促進し，かつ利用者の様々なニーズへの対応やシステム効率などの観点

から，防災情報の形式として，汎用性が高く，広く一般に普及している XML を採用し，XML コンソーシアムの支援のもと，2009 年 5 月に『気象庁

防災情報 XML フォーマット』を発表，2010 年度からの本番運用の開始を予定している．このセッションでは，なぜ気象庁が防災情報を XML 化す

るに至ったか，その背景や理由について紹介するとともに，XML コンソーシアムが『災害から住民一人ひとりの命を守るために』をテーマに，気象

庁防災情報 XML フォーマットを使って実施した防災情報提供の実証実験について報告する． 

15：30-16：00 講演 1： 気象庁防災情報 XML フォーマットについて 

山本 太基（気象庁 総務部企画課 防災調整係長） 

16：00-17：30 講演 2： 気象庁防災情報を XML 用いた実証実験のご報告 

牧野 友紀（XML コンソーシアム ビジネス・イノベーション研究部会リーダー） 

日力 俊彦（XML コンソーシアム SOA 部会リーダー） 

芦田 尚人（XML コンソーシアム 関西部会リーダー） 

松山 憲和（XML コンソーシアム Web サービス実証部会リーダー） 

 

■ＩＴフォーラムセッション プログラム（3 月 11 日（木）10:00-12:00） 

ユーザスタディフォーラム   
「ビジネス・エスノグラフィの普及 ～イノベーション人材の育成に向けて～」         ［会場 1 工学部新 2 号館 1F 212 講義室（12B）］

【セッション概要】創造的な仮説構築手法である「ビジネス・エスノグラフィ」は，製品サービス開発やビジネスデザインなどの企業活動において，

イノベーションを創造する極めて有望なアプローチとして，認知が高まりつつある．人間や，それらを取り巻く様々な状況についての洞察や理解

を得るための本手法を活用するためには，こうした手法を習得・運用しながらローカライズし，企業活動に定着させるための人材育成や教育が必

要不可欠である．そこで，本セッションでは，本手法を企業活動に応用するための企業内教育のあり方や，分野・領域の枠を越えて，横断的・統

合的な視野を持ち，イノベーションを創出する人材の育成やその要件について，先進的な取組みを行っている企業や大学の活動を紹介し，議

論する機会とする．さらに，各報告者からの発表を題材とし，パネルディスカッションにおいて会場の参加者とインタラクティブに対話を行いなが

ら，ビジネス・エスノグラフィ教育のあり方や人材育成についての議論を深めたい． 

10：00-10：45 講演 1： 東大 i.school の設立と試み 

田村 大（東京大学 i.school ディレクター／（株）博報堂 イノベーション・ラボ 上席研究員） 

10：45-11：30 講演 2： フィールド・イノベータ実践知共有の取組み 

塩田 武志（富士通（株）フィールド・イノベーション本部 FI 技術センター 課長） 

矢島 彩子（富士通（株）フィールド・イノベーション本部 FI 技術センター 研究員） 

11：30-12：00 パネル討論： ビジネス・エスノグラフィの人材育成に向けて（仮題） 

司   会：久保隅 綾（コニカミノルタテクノロジーセンター（株）イメージング文化研究室 研究員） 

パネリスト：田村 大（東京大学 i.school ディレクター／（株）博報堂 イノベーション・ラボ 上席研究員） 

       矢島 彩子（富士通（株）フィールド・イノベーション本部 FI 技術部 研究員） 

ＩＰＡ/SEC （独）情報処理推進機構 ソフトウェア・エンジニアリング・センター  
「ソフトウェア開発のパラダイム・チェンジ in マインド ～IPA/SEC における新しい取組み～」 ［会場 2 工学部新 2 号館 1F 211 講義室（11C）］

【セッション概要】信頼性向上や環境変化への迅速な対応等，情報システムに対する多様な要求が高まっている中で，旧来のソフトウェア開発に

おける考え方や手法に固執していては，このような要求に十分応えることはできない．新しい考え方や手法の導入，あるいは既存手法でもかつ

ては対象外とされていた領域への適用等，変革への挑戦を考えるべき時にある．そこで本セッションでは，現在 IPA/SEC が進めている 3 つの新

しい取組みについて，その内容と状況を紹介する．1 番目は，品質メトリクスを用いた定量的品質コントロールメカニズムを導入し，目標値と実績

値との比較に基づいたプロジェクト管理の実施等により，特に重要インフラ情報システムに求められる信頼性水準を達成しようとするものである．2

番目は，適用領域や開発現場への適用可能性を考慮しつつ，エンタプライズ系の情報システムにも形式手法を適用し，その高信頼化を実現し

ようとするものである．3 番目は，導入が広まりつつあるアジャイル型等の非ウォーターフォール型開発形態について，システムの信頼性や品質を

高めるための課題等をとりまとめるものである． 

10：00-10：10 オープニング・リマーク 

10：10-10：45 講演 1： ソフトウェア品質向上のための定量的コントロール手法 ～重要インフラ情報システムを対象とした取組み～ 

野中 誠（東洋大学 経営学部 経営学科 准教授／IPA/SEC 重要インフラ情報システム信頼性研究会委員） 

10：45-11：20 講演 2： 形式手法の誤解を解く  

山本 修一郎（名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授／IPA/SEC 形式手法導入プロセス・実証評価 WG 主査） 

11：20-11：55 講演 3： 非ウォーターフォール型開発における課題  

松本 吉弘（京都高度技術研究所顧問／IPA/SEC 非ウォーターフォール型開発研究会座長） 
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■ＩＴフォーラムセッション プログラム（3 月 11 日（木）14:30-16:30） 

高度ＩＴ人材育成フォーラム   
「高度ＩＴ資格制度に関する取り組みの現状：日本と世界」                    ［会場 1 工学部新 2 号館 1F 212 講義室（12B）］

【セッション概要】情報処理学会では 2008 年度から高度 IT 資格制度に関する検討を開始した．2009 年 7 月には政府の IT 戦略本部から i-Japan

戦略 2015 が発表され，その中にも「高度デジタル人財の認定・認証」が盛り込まれている．IPA は ITSS レベル 4 および 5 に対応する資格制度の

検討を進めており，その成果を「社内プロフェッショナル認定の手引き」として発表している．世界レベルでも IFIP による IP3 や CEPIC（Council of 

European Professional Informatics Societies）による EUCIP などの取り組みが行われている．本セッションではこれらの取り組みを概観し，参加者

が高度 IT 資格制度の意義について考えるきっかけとしたい． 

14：30-15：30 講演 1： 社内プロフェッショナル認定に関する IPA の取り組み 

田中 久也（（独）情報処理推進機構 IT 人材育成本部 本部長） 

15：30-16：30 講演 2： 高度 IT 資格制度に関する世界の取り組み 

芝田 晃（三菱電機（株）インフォメーションシステム事業推進本部 技術企画部 主管技師長／（社）情報処理学会 理事） 

ＪＩＳＡ （社）情報サービス産業協会   
「要求工学の実践的な取り組みと要求工学知識体系 REBOK」                ［会場 2 工学部新 2 号館 1F 211 講義室（11C）］

【セッション概要】ソフトウェア開発の実務における最大の課題は要求分析にあることから，(社)情報サービス産業協会では，平成 18 年度より要求

工学 WG を設置し，3 年間にわたって要求工学の実践的な取り組みを行った．初年度は WG 委員が現場で実践したプラクティスを通じ，要求開

発プロセスにおける「組織形態パターン」をとりまとめた．2 年度はさらに現場でのプラクティスを収集し，要求獲得，要求分析，要求仕様記述，要

求検査，要求管理別にベストプラクティスを整理した．最終年度では，要求工学を活用するための知識とその人材育成の指針となる要求工学知

識体系(REBOK: Requirements Engineering Body Of Knowledge)[リーボックと呼ぶ]の検討，ならびに，ユーザとベンダが協調した要求開発の実

践を目指して，事例の収集，整理を行った．このセッションでは，JISA での 3 年間の取り組み成果について紹介するとともに，現場における要求

工学の課題について討議する． 

14：30-15：30 講演 1： 要求工学知識体系 REBOK 

青山 幹雄（南山大学 情報理工学部 ソフトウェア工学科 教授） 

15：30-16：30 講演 2： 情報システムユーザーにおける要求品質向上施策 

菊島 靖弘（東京海上日動システムズ（株） 技術顧問） 

 

■ＩＴフォーラム デモ展示（3 月９日（火）～11（木）） 

ユニバーサルデザイン協創フォーラム  
「目が見えなくても中身がわかる! バーコードによる商品案内実験」              ［展示会場 工学部新 2 号館 2F フォーラム］

【展示概要】相方が仕事のあいだ留守番しているとき，あるいはひとり暮らしの方，下宿している学生さん! まとめ買いしてきた商品や，棚の奥に

しまってあった缶詰め，いままさに空けようとしているペットボトルの中身，インスタントラーメンの味が，空ける前になんだかわかったら，生活が楽

しくなると思いませんか．この商品案内実験は，視覚障碍者を対象とした社会貢献事業として，経済産業省所管の財団法人である流通システム

開発センターの協力を得て 3 年間の実施を予定しています．情報処理学会ユニバーサルデザイン協創フォーラムでは，この期間，視覚障碍者

（利用者）と，視覚障碍者のために便利なソフトを作ってみようと考える学会員ならびにその直接の紹介を受けた方（開発者）に対し，最新のデー

タに無償でアクセスできる環境を提供します．バーコードを読み取って，視覚に障碍のある人に音声で知らせるプロジェクト，と聞いたら，「どこに

バーコードが印刷されているか分からないだろうから，ひとりで読むのは無理じゃないの?」と思いますよね．会場にデモソフトを用意していますの

で，視覚に障碍のある方もない方もぜひいらして体験してみてください．また，腕に自信のある方，ぜひフォーラムに参加して，ソフト開発にご協

力ください!! 
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情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会 聴講参加無料!! 

公式 Web サイト http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/taikai/72kai/ 
 

情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会 
－コンピュータの無い社会を想像出来ますか？－ 

聴講参加・講演論文集事前予約申込の御案内 
本 大 会 会 期：平成 22 年 3月 9日（火）～ 11 日（木） 

*8日（月）プレイベント、12 日（金）ポストイベント開催予定 

大 会 会 場：東京大学 本郷キャンパス（東京都文京区本郷 7-3-1） 

共     催：言語処理学会「言語処理学会 第 16 回年次大会」同時開催 
同 時 開 催：情報処理学会主催「ソフトウェアジャパン 2010」 

            
 情報処理学会創立50周年記念全国大会の「大会聴講参加」「講演論文集CD-ROM・冊子」ならびに「懇親会参加」の事前予約申込

受付を開始いたします。今回の全国大会では、当学会の創立50周年を記念いたしまして大会聴講参加費を会員・非会員、一般・学

生を問わず全て「無料」とさせて頂きます。 

 大会聴講参加申込を頂ければ、記念大会で開催致します全てのイベントならびに通常の一般セッション・学生セッション・デモ

セッションを大会会期中無料でご聴講、ご参加頂けます。 

また、当学会との共催で本大会と同時開催いたします「言語処理学会 第16回年次大会」、当学会主催で同時開催致します「ソ

フトウェアジャパン2010」ならびに本大会の前後に開催を計画しております「プレ・ポストイベント」につきましても無料でご参

加頂けます。 

 記念大会では、当学会創立50周年を記念しチューリング賞受賞者のFrances Allen氏による招待講演をはじめ以下にございます4

名の著名な方々をお迎えしての招待講演企画や様々なテーマによるイベントを企画開催予定です。また「今ドキッのＩＴ」を大会

参加者の皆様に実感、体感して頂く大規模デモ展示なども開催予定でございます。 

各イベントの詳細（プログラム）は、決まり次第記念全国大会公式Webサイトに掲載してまいりますのでご確認下さい。 

 皆様、是非ともお誘い合わせのうえ情報処理学会創立50周年記念全国大会へご参加を頂きますようご案内申し上げます。 

 

 記念全国大会へのご参加、講演論文集のご購入をご希望の方は、必ず上記の記念全国大会公式Webサイトにございます「聴講参

加/論文集 事前予約申込」より事前申込みを頂きますようお願い申しあげます（申込受付開始12月中旬予定）。 

 

事前予約申込受付締切：平成22年2月26日（〆切 19：00） 
 
招待講演企画：招待講演 4 件を予定しております。 
 

招待講演(1) 
9日（火）14：00-15：15 第1イベント会場［安田講堂］ 

Frances Allen（IBM名誉フェロー） *チューリング賞受賞者 

招待講演(2) 
10日（水）13：00-14：15 第1イベント会場［安田講堂］ 

濱田 純一（東京大学 総長） 

招待講演(3) 

10日（水）14：25-15：15 第1イベント会場［安田講堂］ 

Realizing the Future 

Jim Isaak（IEEE-CS 会長） 

招待講演(4) 

11日（木）13：00-14：15 第1イベント会場［安田講堂］ 

｢課題先進国｣から「課題解決先進国へ」 

小宮山 宏（（株）三菱総合研究所 理事長） 
 
 
イベント企画：以下のイベントを企画開催予定です（各イベント名は仮称）。 

各イベント企画では第一線で活躍されておられる方を講演者等にお招きし、講演・パネル討論等の開催を予定しております。 

9 日（火） 

午前 

・総務省新世代ネットワーク 

・21 世紀のライフ・ロング・ラーニングへ向けて 

・人間環境センシングの可能性と未来 

・企業活動に役立つ数理科学～ サービス化に向けて 

・私の詩と真実 （情報処理技術遺産認定式） 

・ビデオゲーム開発の現場では今何が起きている？ 

・フィールド情報学セミナー *イベント共催：社会情報学会 

9 日（火） 

午後 

・大会挨拶・表彰式・認証式 

・言語と知識 －最新言語処理研究の射程－ *共同企画：言語処理学会 

・これからの日本の情報教育・情報処理教育への情報処理学会からの提言 

・セキュリティとディペンダビリティ 

・未来を切り拓く最先端 VLSI テクノロジー 

・情報爆発時代における情報の高信頼化とデータ品質 

・CHANGE! Yes, we can!  Past, Present, Future of Women in Information Technology  *イベント共催：IEEE Japan Council 

・イマジンカップ日本大会 

・フィールド情報学セミナー *イベント共催：社会情報学会 

・超高精細映像・立体映像 
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10 日（水） 

午前 

・JEITA Green IT 研究会セッション 

・ディペンダブルシステム －新しい原理から実現まで－ 

・e-Health  *イベント共催：日本医療情報学会 

・学会誌「情報処理」のこれから  

・誰が、何を、いつ、どこで、なぜ、どうやって翻訳するか？  

・改正著作権法と IT 

・プログラミングコンテストにより情報系人材を育てる 

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「サービスサイエンスがＩＴサービスの顧客満足度を向上する」 *連携：日本情報システム・ユーザ協会 

10 日（水） 

午後 

・情報処理学会会長セッション 

・CGM の現在と未来：初音ミク、ニコニコ動画、ピアプロの切り拓いた世界  

・人工知能研究の新展開 −日本発世界へ− ［イベント共催：人工知能学会］  

・センシング Web とプライバシマネジメント －プライバシに配慮したセンサ情報の社会的利用－  

・情報システム論文執筆ワークショップ  

・個人情報とプライバシー 

・理数系人材育成プログラム「ロボットを作ろう・動かそう」 

・プログラミングコンテストにより情報系人材を育てる  

・JST CREST セッション 

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「サスティナブルな組織のためのプロジェクトマネジメント」 *連携：プロジェクトマネジメント学会 

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「気象庁防災情報ＸＭＬを使った実証実験」 *連携：XML コンソーシアム 

11 日（木） 

午前 

・ソフトウェアジャパン 2010 全体セッション「サスティナブル社会を実現する IT」 

・パネル討論：情報処理グランドチャレンジ 

・JST さきがけセッション 

・次世代ネットワークを変容させるネットワークセキュリティ技術：トラクタブルネットワークの実現へむけて 

・「情報処理」を探訪する  ～ 学会コンテンツから見えてくるもの ～ 

・情報システム教育コンテスト-ISECON2009 インタラクション審査 

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「ビジネス・エスノグラフィの普及」  

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「ソフトウェア開発のパラダイム・チェンジ in マインド」 *連携：情報処理推進機構 SEC 

11 日（木） 

午後 

・ソフトウェアジャパン 2010 全体セッション「サスティナブル社会を実現する IT」 

・クラウドコンピューティング 

・JST さきがけセッション 

・ICT 生活の核の一つか？ライフログ 

・情報システム教育コンテスト-ISECON2009 インタラクション審査  

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「高度ＩＴ資格制度に関する取り組みの現状：日本と世界」  

・ソフトウェアジャパン 2010 IT フォーラム「要求工学の実践的な取り組みと要求工学知識体系 REBOK」 *連携：情報サービス産業協会 

 

デモ展示イベント：以下のイベントを企画開催予定です。 
 

9 日（火） 

10 日（水） 

「今ドキッのＩＴ」＠御殿下記念館 2010［会場：東京大学御殿下記念館ジムナジウム］ 
情報処理学会創立 50 周年を迎えるにあたり、定例の全国大会の来場者に加え、より広い対象の皆様に、情報処理の活動・将来像を

PR する場として、また「今ドキッのＩＴ」を参加者の皆様へ実感、体感して頂く場として大規模展示を開催します。 

9 日（火） 

～ 

11 日（木） 

大会スポンサー展示と大会スポンサーセッション 
・大会スポンサー展示：本大会の開催にご賛同を頂いた各スポンサー企業による展示 ［会場： 工学部新 2 号館 2F フォーラム］ 

・大会スポンサーセッション：各スポンサー企業による技術紹介等のセッション［会場：工学部新 2 号館 2F 223 号講義室］ 

 

 懇親会：以下のとおり開催予定です。 
 

情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会 懇親会 （予定） 

日時：2010 年 3 月 10 日（水）18：00～20：00  会場：東京大学 本郷キャンパス 山上会館 B1F 食堂 
10 日（水） 

言語処理学会 第 16 回年次大会懇親会 （予定） 

日時：2010 年 3 月 10 日（水）18：30～21：00  会場：東京大学 本郷キャンパス 医学部研究棟 13F Capo PELLICANO 本郷店 
 

プレ・ポストイベント企画：以下のとおり開催予定です。 
 

6 日（土） ・情報学シンポジウム ［会場：日本学術会議 （乃木坂）］ 

8 日（月） 

・情報大航海 

・言語処理学会チュートリアル「自然言語処理と関連領域」 

・言語処理学会チュートリアル「自然言語処理学基礎論」 

12 日（金） ・情報爆発 

 

■聴講参加費・講演論文集代・懇親会参加費（税込） 

申 込 種 別 予約価格 2/26迄 定  価 

大会共通聴講参加費 無料 無料 

大会共通講演論文集CD-ROM 7,000円 7,000円 

講演論文集分冊 7,000円 9,000円 

講演論文集セット*CD1枚付 35,000円 43,000円 

懇親会参加費 一般 2,000円 2,000円 

情報処理学会 

記念大会 

懇親会参加費 学生 1,000円 1,000円 

講演論文集 4,000円 6,000円 

チュートリアル資料集 無料 無料 

言語処理講演論文集CD-ROM  1,000円 1,000円 

懇親会参加費 一般 5,000円 5,000円 

言語処理学会 

年次大会 

懇親会参加費 学生 4,000円 4,000円 

■留意事項 
※大会共通聴講参加申込を頂ければ本大会ならびに言語処理学会 

第16回年次大会、ソフトウェアジャパン2010、プレ・ポストイベント、 

全て無料で参加できます。 

 

※大会共通講演論文集CD-ROMには情報処理学会記念全国大会と 

言語処理学会 第16回年次大会 のコンテンツが収録されております。 

 

※講演論文集、CD-ROM共に事前発送は致しておりません。 

受取りは当日会場受取りか大会終了後の郵送となります。 

■問合先  

〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-5化学会館4F
 社団法人情報処理学会 事業部門 
 電話 (03) 3518-8373,  FAX  (03) 3518-8375 
 e-mail： jigyo@ipsj.or.jp 
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【特集：エンタテインメントコンピューティング】
■特集「エンタテインメントコンピューティング」の編集にあたって

片寄晴弘
■コンピューターゲームの訴求構造分析	 竹野真帆	他
■「いること」と「聴くこと」のワークショップ─聴覚によって位
置づけられる自己感覚の体験デザイン─	 坂倉杏介	他
■テレビゲーム熟達者の脳活動に関するケーススタディ

八田原慎悟	他
■戦略型トレーディングカードゲームのための戦略獲得手法

藤井叙人	他
■懐優館：作業意欲を持続的に維持向上するEELFに基づく主観
的比較型エンタテインメントシステム	 倉本　到	他
■ GENTORO：モバイル複合現実環境におけるストーリーテリン
グ支援システムの設計と評価	 伊藤俊廷	他
■ARForce：Augmented	Reality のための光学式多点力ベクトル
センサ	 城　堅誠	他
■ Particle	Display	System	-	Virtually	Perceivable	Pixels	with	
Randomly	Distributed	Physical	Pixels	-	 Munehiko	Sato	他

■渦輪ディスプレイの提案	 徳田雄嵩	他
■可視光通信技術を利用した懐中電灯型実世界指向インタフェース

鳴海拓志	他
■プロジェクタによる一斉制御が可能なユビキタス光デバイスの設
計と実装	 中田眞深	他

■ジョギング時における情報機器利用のための足ステップ入力方式
山本哲也	他

■不可視マーカを用いた実世界物体の認識†	 能田雄規	他
■剣戟アクションの基本要素への分解と連続動作の合成−コンピュ
ータ殺陣学事始め−†	 天目隆平	他
■ウェアラブルダンシング演奏システムの設計と実装	 藤本　実	他
■Random	Forest を用いた音楽ジャンル分類	 新妻雅弘	他
■Musicream：Integrated	Music-Listening	Interface	for	Active,	
Flexible,	and	Unexpected	Encounters	with	Musical	Pieces

Masataka	Goto	他
■ ScoreIlluminator：〜オーケストラスコア色付けによるスコアリ
ーディング支援システム	 松原正樹	他
■ BayesianBand：ユーザとシステムが相互に予測し合うジャムセ
ッションシステム†	 北原鉄朗	他
■メディアパーフォマンスシステム "Phenakistoscope	Player" とそ
の作品	 平野砂峰旅	他
■植物の生体信号と連携したブログ生成システム“緑さん”の
開発†	 栗林　賢	他
■攻撃行動をともなうバイオフィードバックゲーム	 棟方　渚	他
■身体接触行動をインタフェースに利用したビデオゲームシステム
の制作と評価	 馬場哲晃	他

【特集：ソフトウェア工学の変化と深化】
■特集「ソフトウェア工学の変化と深化」の編集にあたって

山本里枝子，飯田　元
■ビジネス・インテリジェンス・システムにおける情報要求の抽出
手法	 関根　純	他

■シソーラスを利用した要求獲得方法（THEOREE）	 加藤潤三	他
■形式概念分析に基づく複数ステークホルダのゴール整合方法とそ
の評価	 青山幹雄	他
■ジャクソン法 (JSP) による状態遷移設計	 紫合　治
■サーバサイドの入出力を考慮したWebアプリケーションの回帰
テスト支援ツール	 今関雄人	他
■ユースケース間の関係を考慮した網羅的な受け入れテストの支援

雁行進夢	他
■修正確認テスト規模の低減を目的としたコードレビュー手法

田村晃一	他
■摂動を用いた影響波及解析によるボトルネック工程の自動検出†

古宮誠一	他
■開発中のソースコードに基づくソフトウェア部品の自動推薦シス
テムA-SCORE	 島田隆次	他
■プログラム依存グラフの等価性に基づくアスペクトの干渉検出

丸山勝久	他

【一般論文】
■連邦制における議員定数の配分アルゴリズムについて	 一森哲男
■分散制約最適化問題近似解法の多重実行の効果	 飯塚泰樹	他
■ Study	and	Implementation	of	Dynamic	Network	Composition	in	
Heterogeneous	Network	Environments*	 Yujin	Noishiki	他

■正多角形セル群による無線マルチホップ配送 *	 桧垣博章	他
■予防安全システム効果評価のための歩行者行動のモデル化
	 	 森　博子	他
■多重仮説における逐次確率比検定を用いた IDレス生体認証の高
精度化 *	 村上隆夫	他

■Matrix-Based	Algorithm	for	Integrating	Inheritance	Relations	
of	Access	Rights	 Kazuhiro	Kono	他

■スパムブログとアフィリエイトの関連性に関する一考察†
	 	 原　正憲	他
■開環境での協力ゲームにおける解の簡略記述法	 大田直樹	他
■複数人物の顔方向・表情認識に基づく映像中の観客の満足度の自
動定量評価	 松川　徹	他

■改良領域拡張法による高速画像切り抜き手法の提案と評価	 	
	 清野達也	他

■座席配置替えが遠隔ビデオコミュニケーションに及ぼす影響につ
いて	 山下直美	他
■場所と時間を考慮したユーザの類似性に基づく多階層位置ネット
ワークによる情報交換プラットフォーム *	 桜打彬夫	他
■アウェア技術を駆使した見守り中心の介護支援システムの研究 *	 	
	 國藤　進	他

■マウスの軌跡を用いたWEBアンケートの高情報化	 染矢　聡	他

*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note
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■ゲノムデータの解析対象となる情報の量が思っていたより

も少なく驚いた．その中からさまざまな意味づけの可能性を

探る必要があること，さらに多様な解析手法が存在し，その

出力結果も多岐にわたることが興味深かった．	（高野光弘）

■「巨大データの扱いと解析」について生命科学を題材に挙

げているが，このテーマは情報の量・種類が増え続けている

多くの分野に通じるものがあり，興味深く読んだ．大容量の

情報をいかに高速に解析し有用に使うかは，情報処理分野の

大きな課題であり，とても参考になった．	 （匿名希望）

■ヒトゲノムプロジェクトが完了し，他のゲノム解析完了の

ニュースもたびたび聞いているため，ゲノム解析は日常業務

として量をこなす段階になったと感じていたが，大量に蓄積

されているデータを倫理面も含め効率よく利用するのは，想

像以上に大変そうだと思った．	 （匿名希望）

■どのような技術を用いてプロに迫るコンピュータ将棋を開

発しているのかが分かり，楽しく読むことができた．

	 （匿名希望）

■チェス並みにトッププロ棋士に勝利する時期が訪れようと

していることに驚いた．	 （匿名希望）

■プロ棋士の側からコンピュータ将棋に切り込むという発想

が新鮮だった．	 （匿名希望）

■コンピュータ将棋は毎年着実に進化を遂げており，来年は

どんなトレンドや方式が現れてくるのか楽しみである．

	 （川上明浩）

■コンピュータ将棋の小特集はタイトルのとおり新しい波が

今月の会員の広場では，9 月号へのご意見・ご感想を紹介いたします．
まず，小特集「生命情報学が直面する大規模ゲノムデータ時代の課題」
については，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

小特集「コンピュータ将棋の新しい波」につきましては，以下のよ
うなご感想・ご意見をいただきました．

来ているように感じた．また，プロに勝てるようになるか，

ではなくいつ勝てるか，という問いかけに研究者らの自信が

うかがえる．また，floodgate という対戦サーバの取り組みは，

本分野では重要と思われるので，ぜひ今後も続けて成果を解

説していただきたい．	 （匿名希望）

■合議アルゴリズム「文殊」は，複数処理の合議が意外に有

効ということで興味深かった．このアイディアを，一般的に

どの程度使えるものか試行してみたい．	 （阪本俊幸）

■何かの決定に多数決アルゴリズムを用いるケースは多々あ

るが，将棋の「手」を決めることにも応用していると知り驚

いた．ぜひ理論的な裏づけを行い，報告してほしい．

	 （匿名希望）

■単純多数決の合議制で今までのシステムより良いものが作

れるというアイディアは，他への応用もあり得ると感じまし

た．また，Bonanza 自身に勝てなかったことは，さらなる改

良の鍵となると思いました．	 （匿名希望）

■ハードウェアリソースを多く利用している文殊について否

定的な見解があることも述べられていたが，これからは計算

機資源の節約よりも，より多く問題解決できる方が重要だ．

ぜひ，現実的な範囲で計算機資源に制約のないコンピュータ

将棋選手権を見たいとも感じた．	 （高野光弘）

■将棋独特のアルゴリズムの解説が分かりやすくまとめられ

ていました．コンピュータ将棋がこれからどこまで強くなる

のか，今後の報告にも期待したいと思います．	（長瀧寛之）

■これからの情報学教育のありかたの具体的事例の 1つとし

て指針となり得る解説で，大変参考になりました．

	 （水野光朗）

■同系の学科に所属している立場から関心が持てた．カリ

キュラムがよくても，昨今のソフトウェア開発を希望する学

生の激減にはどう対処したらよいのだろうか．	（匿名希望）

■ IPv6 の相互接続実験の章がとても興味深かった．IPv6 は

ShowNet としては成熟した旨が記述されていたが，実運用

上の問題を，さらに広いネットワークで検証する必要がある

と感じた．たとえば，PlanetLab のようなネットワークにお

ける IPv6 の相互接続性や，IPv4 から IPv6 の移行の際の注意

解説「ソフトウェア工学科の誕生」につきましては，以下のような
ご感想・ご意見をいただきました．

コラム「"I" 見聞録：ShowNet/INTEROP 2009」につきましては，以
下のようなご感想・ご意見をいただきました．
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　これらのコメントはWeb版会員の広場「読者からの声」<URL:http://www.ipsj.or.jp/07editj/dokusha/dokusha.html>に掲載していま
すので，そちらもご参照ください . 会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会Webページでも受け付けております．今後もよりよい
会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

点について，知りたい．	 （高野光弘）

■ INTEROP	は展示会とばかり思い込んでいました．こうし

たテストベッドでの運用が製品開発に反映されているとのこ

と，ぜひ継続してほしいと感じています．	 （古瀬慶博）

■ IPv6 の世界が具体的に見えつつあると思います．総務省，

業界団体，ISP の動きが活発化してきており，ぜひ特集を組

んでいただきたいと思います．	 （匿名希望）

■「情報処理技術遺産：九元連立方程式求解機」は，その原

理から精度改善法まで詳細な説明があり面白かった．Web

上のデモにより深く原理を実感できたが，振動後に停止する

という実機の動作の再現までは難しかったようで，その点は

残念である．このデモで使われている Processing について

の解説記事も期待したい．	 （匿名希望）

■「進化する組込みシステム─連続セミナー 2009」について，

最近の組込みシステムの話題は，最新ハードウェアの紹介と

リアルタイムマルチタスク技術の解説で終わっていると感じ

る．TOPPERS の技術仕様書も，世の中に多数あるリアルタ

イムOSの構成と大差はない．もともと産業用機器などの実

その他の記事に関しては，以下のようなご感想をお寄せいただきま
した．

皆様にとって会誌をより役立つものとするため，

　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言

　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言

など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．

なお，「道しるべ」については　

<URL : http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/michishirube/michishirube.html> で

これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．

※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承くだ

さい．なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに

準じて取り扱いいたします．

<URL : http://www.ipsj.or.jp/03somu/privacypolicy/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　

　　　　　情報処理学会　会誌編集部門　

　　　　　E-mail:editj@ipsj.or.jp　Fax（03）3518-8375　

　　　　　https://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enquete.html

ご意見をお寄せ
ください！！

時間応答性を満たしたシステムは，有限状態オートマトンを

基礎としていると考えられるため，リアルタイム技術の中に，

もっと有限状態オートマトンのような概念を取り入れてほし

い．	 （匿名希望）

■両小特集とも特殊な事例と思える内容でしたが，今後のソ

フトウェアの課題を先取りしたものだとも感じました．この

成果を，普遍な事例を支え向上させる技術として確立してく

ださい．	 （匿名希望）

■「製品のライフサイクルの観点から見た劣化防止技術」，「大

学研究にみる国際交流」，「文化・産業的観点から見た米国と

欧州の情報処理研究の相違点」をテーマとして今後取り上げ

てほしい．	 （古瀬慶博）

■生命情報科学がひっぱる研究分野の成果の横断的な活用に

ついて取り上げてほしい．	 （祖父江真一）

【本欄担当　大槻知史，内澤　啓／書評・ニュース分野】

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のような
ご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．
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2009年
12月16日（水）～ 日本の技術革新─領域の成果と技術革新学の確立へ向けて─ 9月30日（水） 12月6日（日） 国立科学博物館  
12月17日（木） http://sts.kahaku.go.jp/tokutei/sym5/sym5.html  定員になり次第 上野本館
12月17日（木）～ 第76回数理モデル化と問題解決・第19回バイオ情報学  当日のみ 電気通信大学 
12月18日（金） 合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/MPS76BIO19.html
12月17日（木）～ ネットワーク生態学研究グループ　第6回シンポジウム 9月30日（水） 定員になり次第 （独）産業技術総合研 
12月18日（金） http://www.jaist.ac.jp/~yhayashi/8th_webology/index.html   究所 つくばセンター
12月18日（金）   第47回コンピュータセキュリティ研究発表会   10月18日（日） 当日のみ 東京理科大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/CSEC47.html   森戸記念会館
12月18日（金）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2009」   9月24日（木） 当日可 立命館大学 びわこ・ 
12月19日（土）  http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/S-CH2009.html    くさつキャンパス
12月21日（月）～ 第79回音声言語情報処理研究発表会 10月19日（月） 当日のみ 東京大学  
12月22日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/SLP79.html   本郷キャンパス
2010年
 論文誌「未来志向のソフトウェア工学」特集への論文投稿 1月6日（水） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/10-H.html
 平成21年度長尾真記念特別賞候補者推薦募集 1月15日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/03somu/nagao/H21/h21boshu.html
 論文誌「ゲームプログラミング」特集への論文投稿 1月25日（月） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/10-F.html
 論文誌「組込みシステム工学」特集への論文投稿 2月15日（月） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/10-U.html
 東海支部学生研究発表会助成 2月28日（日） 
 http://www.ipsj-tokai.jp/
 論文誌「「見える化」により拡大するネットワークサービス 4月12日（月） 
 技術」特集への論文投稿 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/11-Z.html
 論文誌「多様な価値を創出する情報システム」特集への 5月17日（月） 
 論文投稿 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/11-V.html
1月12日（火）～ 第51回プログラミング・シンポジウム       箱根ホテル小涌園 
1月14日（木） http://www.ipsj.or.jp/prosym/
1月13日（水） 東海支部主催講演会「数法則発見の最新技術」  無料，会員以外の 中部大学リサーチ 
 http://www.ipsj-tokai.jp/  方も参加可 センター
1月14日（木）～ 2010年ハイパフォーマンスコンピューティングと計算科学  9月25日（金）    工学院大学  
1月15日（金） シンポジウム（HPCS2010）    アーバンテックホール 
 http://www.hpcc.jp/hpcs/
1月21日（木）～ 第74回グループウェアとネットワークサービス研究発表会 11月19日（木） 当日のみ 福井工業大学　 
1月22日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/GN73.html   福井キャンパス
1月21日（木）～ ウィンターワークショップ2010・イン・倉敷 12月1日（火）  倉敷市芸文館／倉敷ア 
1月22日（金） http://radish3.cse.oka-pu.ac.jp/ww2010/   イビースクエア
1月22日（金） 第136回ヒューマンコンピュータインタラクション研究発表会 11月22日（日） 当日のみ 京都市内 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/HCI136.html
1月26日（火） 第128回アルゴリズム研究発表会 11月24日（火） 当日のみ 九州大学 西新プラザ 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/AL128.html
1月26日（火）～ 第143回システムLSI設計技術研究発表会 11月13日（金） 当日のみ 慶應義塾大学  
1月27日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/SLDM143.html   日吉キャンパス
1月26日（火）～ 第77回プログラミング研究発表会 11月19日（木） 当日のみ 大阪電気通信大学  
1月27日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/PRO77.html   寝屋川キャンパス
1月27日（水）～ 第113回システムソフトウェアとオペレーティング・システム 11月30日（月） 当日のみ 札幌コンベンション 
1月28日（木） 研究発表会   センター 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/OS113.html
1月28日（木）～ 第179回計算機アーキテクチャ・第15回組込みシステム 11月17日（火） 当日のみ 東芝本社 
1月29日（金） 合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/ARC179EMB15.html
1月28日（木）～ 第52回モバイルコンピューティングとユビキタス通信 11月25日（水） 当日のみ 東京大学 先端科学技 
1月29日（金） 研究発表会   術研究センター 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/MBL52.html
2月1日（月）～ 14th Conference on Optical Network Design and Modeling,  9月11日（金）  京都工芸繊維大学  
2月3日（水） 2010 （ONDM2010） 
 http://www.ida.ing.tu-bs.de/ondm2009/
2月6日（土） 第85回人文科学とコンピュータ研究発表会 12月7日（月） 当日のみ 琉球大学（沖縄県 
 http://www.ipsj.or.jp//09sig/kaikoku/2009/CH85.html   那覇市）
2月11日（木）～ 第138回グラフィクスとCAD研究発表会 12月11日（金） 12月11日（金） ホテル安比グランド 
2月12日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/CG138.html   （岩手県）
2月19日（金） 第47回電子化知的財産・社会基盤研究発表会 12月20日（日） 当日のみ 大阪市立大学文化交流 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/EIP47.html   センター
3月1日（月）～ インタラクション2010   学術総合センター／ 
3月2日（火） http://www.interaction-ipsj.org/index.html   一橋記念講堂（東京）
3月1日（月）～ 第8回インターネットと運用技術研究発表会 1月15日（金）  作並温泉一の坊 
3月2日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/IOT8.html   （宮城県仙台市）

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
3月4日（木）～ 第68回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会 1月15日（金） 当日のみ 沖縄産業振興センター 
3月5日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/AVM68.html   （沖縄県那覇市）
3月6日（土）～ 第103回コンピュータと教育研究発表会 1月15日（金） 当日のみ 筑波大学 
3月7日（日） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/CE103.html   （東京都文京区）
3月9日（火）～ 情報処理学会創立50周年記念（第72回）全国大会 11月27日（金）  東京大学 
3月11日（木） http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/taikai/72kai/   本郷キャンパス
3月11日（木） 情報システム教育コンテスト（ISECON2009） 11月20日（金）  東京大学（全国大会に 
 http://www.ne.senshu-u.ac.jp/~matunaga/isecontest/   て実施）
3月12日（金） 第31回システム評価研究発表会 1月12日（火） 当日のみ （株）アイ・アイ・エム 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/EVA31.html   （東京・本郷）
3月18日（木）～ 第167回ソフトウェア工学研究発表会 1月15日（金） 当日のみ 国立情報学研究所 
3月19日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2009/SE167.html   （学術総合センター）
4月26日（月）～ ICMU2010 The 5th International Conference on Mobile  9月18日（金）  アメリカ　シアトル 
4月28日（水） Computing and Ubiquitous Networking 
 http://www.icmu.org/icmu2010/
7月19日（月）～ SAINT2010 The 10th Annual International Symposium on   1月31日（日）   韓国　ソウル  
7月23日（金） Applications and the Internet  
 http://www.saintconference.org/
9月7日（火）～ FIT2010 第9回情報科学技術フォーラム       九州大学 
9月9日（木） http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/fit/fit2010/index.html   伊都キャンパス

［トピックス］
■ 11月 9日   「魅力ある情報通信社会のためのモバイル通信と高度交通システム」特集の論文募集
■ 11月 5日  「第 51回プログラミング・シンポジウム」参加者募集のご案内
■ 10月 22日  平成 21年度「優秀教育賞」および「優秀教材賞」推薦のお願い

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報
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　先日，SIST（科学技術情報流通技術基準）主催の「学術雑誌・

論文の作成基準を考える」というセミナに行ってきました．執

筆者や編集者向けに学術雑誌や論文の書き方，統一基準，著作

権の取り扱いなどを説明するセミナです．学会誌を担当して長

いですが，話を聴き資料を読むと，改めてそうだったのかと思

うことがあり勉強になりました．

　また資料の「学術雑誌の○○」というタイトルを見ていて，

私自身この事務局に就職してすぐは，まず学会誌というものを

あまり理解しておらず戸惑ったことを思い出しました．以前は

まったくの別業種で働いており，編集 /DTP業務も初めてで

したが，学会誌に遭遇するのも初めてでした．なんとなく想像

していたのが通常の「雑誌」だったので，いざいただいた原稿

を読むと，その専門的な記事内容もそうですが，用語や団体名

（「アイ・トリプル・イー」も読めませんでした）も分からないこ

とだらけ．？？？の連続で，とにかく「学会誌」のスタイルに慣

れるのに必死でした．

　そんな私でも何年も編集委員や著者の方々とやりとりさせて

いただき，記事作成にかかわるうちに学会誌の編集というもの

が分かってきたように思い（…と思いたいです），今では日本を

支える科学技術情報分野の学会誌にかかわれていることを嬉し

く感じています．ただその一方で，最近は慣れてしまってレイ

アウトなど締切に間に合うように「こなして」しまっていること

が多いな…と初心を忘れていたことを反省しました．

　ところで，この SISTセミナと同じ会場で図書館に関する展示

会「図書館総合展」が開催されていたのですが，その中に「図

書館ゆるキャラ祭」というものがあった模様．SISTセミナと同

時刻に行われていたため参加はできず詳細は分かりませんが，

そのタイトル，かなり気になりました．前から若い人に関心を

持ってもらうため情報処理学会でもマスコットキャラクターを

作ってはどうだろうと思っているのですが，いかがでしょうか

（別にゆるキャラでなくても良いのですが）．

　入り口はどこでも，「情報処理」を色々な人に知って，読んで

もらえれば良いなと思います．

（綿谷亜樹／会誌編集部門）

おふぃすらん

書評・会議レポート募集のお知らせ

　情報処理学会会誌編集委員会では，会誌「情報処理」に掲載する書評，および会議レポートを広く会員の皆さま
から募集しています．

1．募集対象　　次の 2種類の記事について，原稿を募集します．
　　a）書　　評　　：過去 2年間に出版された，本学会員にとって有益な図書についての紹介もしくは批評．
　　b）会議レポート：情報処理に関する国際規模の会議・大会の報告など，時事性が高く，本学会員に広く知らせ
　　　　　　　　　　  る価値のある話題．

2．応募資格
　　原則として本学会員に限ります．

3．応募の手続き
　　1）表　　題：書評の場合は，著者名，書名，ページ数，発行所，発行年，価格，ISBNを書く．
　　　　　　　　  会議レポートは，見出しを書く．書評，会議レポートの別を左肩に書く．
　　2）評者名（会議レポートの場合は筆者名）・所属・評者連絡先（住所，E-mai，Faxなど）の記載を忘れずに．
　　3）本　　文：書評，会議レポートとも 2,100字前後で書く．
　　4）（必要であれば）参考文献，付録，図，表をつける．
　　詳しくは「原稿執筆案内」（http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/shippitsu/kaishi.html）を参照してください．

4．原稿の取扱い
　　投稿された原稿は会誌編集委員会で審査し，採否を決定します．採用にあたっては原稿の修正をお願いすること
　　があります．あらかじめご了承ください．

5．照会／応募先　　（社）情報処理学会　会誌編集部門　E-mail:editj@ipsj.or.jp
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■ 各種問合せ先 ■

　（社）情報処理学会（本部）　※ 支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容

■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会費等口座振替，海外からの送金

■ 会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp 03-3518-8371 会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，著作権

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル）の編集・査読

調査研究／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，シンポジウム，研究グループ，論文誌（トランザクション）

■ 事業部門

事　業／国　際 jigyo@ipsj.or.jp 03-3518-8373 全国大会，FIT，連続セミナ，プログラミング・シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会

■ 管理部門

総　務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

理事会，支部，役員選挙，名誉会員

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

図　書 tosho@ipsj.or.jp 出版物購入

■ 情報規格調査会

規格部 standards@itscj.ipsj.or.jp
標準化フォーラム
〒 105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館 308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/

　9月 1日付けで規格部門（情報規格調査会）のマネージャ（見

習い中）に就任した鈴木光義です．ちょうど 50歳になったとこ

ろで，三菱電機の情報技術総合研究所（大船）から転職してき

ました．毎日，会議や得体の知れないメールに対応するのに手

一杯で，いまだ今の業務を語れる立場にないので，今回はここ

に来る前のことを紹介します．

　25年前三菱電機に入社後すぐに現在の村上学会副会長の指導

のもと，現在の浅井 JTC 1/SC 29議長と TV会議システムを研

究開発したのが始まりで，それ以降も，村上さんが研究開発の

推進，浅井さんが符号化方式の高尚な研究，私がハードウェア，

システムの泥臭い設計開発というような体制で現在に至ってい

ます．

　前半の 17年間に開発したものは，標準化前の独自仕様画像コ

ーデック，H.261（TV会議），MPEG-1（ビデオCD），MPEG-2

（DVD，DTV）などの大規模な装置や LSIです．毎回 20人程度

のエンジニアを揃えるために設計のオフィスを替え，そのたび

に 1～ 3年間ずつ近くの事業所への転勤，長期出張を繰り返し

ました．そこでは技術指導よりも出来の悪いエンジニアとの闘

いが主でした．結局，宿舎の移動経過は，尼崎，相模原，ノー

スカロライナ（アメリカ），長岡京，江坂，伊丹という順です．

完成した LSIを日本の電機メーカ，アメリカ，アジアのベンチ

ャーに売り込みに行く営業活動や，LSIを搭載してもらったメー

カの製品の共同開発もしました．

　後半の 8年間は大船に戻り，MPEGの標準化，画像電子透か

しの研究，いくつもの国家プロジェクトに携わりました．MPEG

会合では映像の流通や著作権にかかわる打ち合わせに参加しま

したが，プレナリでの小倉セクレタリ（規格部門）がとても賢

いのを見てきたので今回のマネージャ応募の即断に繋がってい

ます．電子透かしの研究では，デジタルシネマシステムにおい

て，映像が流出したときに盗撮された映画館を特定する方式を

実機上で実現し，実際の映画館で実証実験したことがWeb，雑

誌，新聞に紹介されています．国家プロジェクトでは，大学と

の研究の連携や推進，提案書作成，入札，契約書作成，官庁と

の進捗打ち合わせ，報告書作成，経理検査など，事務処理を山

ほど経験しました．

　以上簡単な紹介でしたが，これまでの慣例どおり，私はすで

に機械振興会館から歩いて 5分のところに移って住み着いてい

ます．

（鈴木光義／規格部門）

おふぃすらん
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〜＊〜＊〜　会員サービスのご案内　〜＊〜＊〜
　会員の皆様に特典としてご利用いただける各種サービスをご案内いたします（本会 Web ページ：http://www.ipsj.

or.jp/06mem/kaiin/service-menu.html 参照）．会員特典等にご意見ご要望等がございましたら事務局会員サービス部

門（E-mail:mem@ipsj.or.jp）までお寄せください．

ホテル（10〜 53％割引）
　サンルートホテルチェーン，ホテル法華クラブ，JR ホテルグループ，東急ホテルズ，プリンスホテル，

　阪急阪神第一ホテルグループ，JR 東日本ホテルチェーン，グランビスタホテル＆リゾーツ，都ホテルズ & リゾーツ，

　ホテル京急グループ，ダイワロイヤルホテルズ，FUJIYAMA 倶楽部，ウィクリーマンション東京

レンタカー（10〜 51％割引）
　 ニッポンレンタカー，日産レンタカー，マツダレンタカー

パック旅行（3〜 7％割引）
　日本旅行，近畿日本ツーリスト，トップツアー，京王観光，ジャルパックサービス，エンターティメントエクスプレス

その他（書籍・コンピュータソフト割引販売，レンタルオフィス）
　UC 丸善アカデミックカード，バーシティウェーブ（教育機関所属の方はアカデミック価格で），デスカット

詳しくは http://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください

申込／照会先　　社団法人　情 報 処 理 学 会
　〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F
　Tel(03)3518-8370（会員サービス部門）　E-mail:mem@ipsj.or.jp

今一番新しい
研究分野は
何かな？

IT時代を
リードしたい！

そうだ，
情報処理学会に
入ろう！

ITの最新情報，研
究発表の場の提供
を通じて，あなた
のお役に立ちます
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　本会の主催・共催行事および協賛・後援記事の次第書（論文募集，参加案内等）の本誌掲載については，下記により有料にて
取り扱っていますのでお知らせします．

記

■掲載条件

件名 内容 掲載単位 掲載料金（消費税込）

論文募集／
参加者募集

国際会議，シンポジウム，ワークショ
ップ，講演会，講習会などの論文募集・
参加者募集

1ページ，1/2 ページまたは
1/4 ページ

（主催・共催）

　1ページ 52,500 円

　1/2 ページ 31,500 円

　1/4 ページ 21,000 円

（協賛）

　広告として取り扱う

人材募集 国公私立教育機関，国公立研究機関，
企業の人材募集

10 行程度 国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000 円

賛助会員（企業） 31,500 円

賛助会員以外の企業 52,500 円

＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000 円で同一内容を本会Webページに掲載できます．

■申込方法	 任意の用紙に，件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲載の有無
	 	 （人材募集のみ）などを記載し，掲載希望原稿を添えて下記の申込先へお申し込みください．

■原稿の書き方

　●行事次第書：	 A4 判カメラレディまたは PDFファイル（フォント埋め込み）とします．
　　　　　　　	 （1ページ）				天地 260mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/2 ページ）天地 130mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/4 ページ）天地		65mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 ＊ A4判以外の原稿は縮小または拡大となりますのでご留意ください．

　●人 材 募 集：	 次の項目を明記し，E-mail または Fax，郵送にてお送りください．
　　　　　　　	 ［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，

照会先］
　　　　　　	 ＊なお，都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

■申込期限	 毎月 15 日を締切日とし，翌月号（15日発行）に掲載します．

■掲載料金	 掲載号発行日に料金を請求いたしますので，3カ月以内にお支払いください．

■掲載申込先	 （社）情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）
	 	 〒 101-0062	東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
	 	 E-mail:editj@ipsj.or.jp　Tel（03）3518-8371　Fax（03）3518-8375

◆◆ 有料会告について ◆◆
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［広告代理店］アドコム・メディア（株）　E-mail: sales@adcom-media.co.jp
〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27
Tel.(03)3367-0571　Fax.(03)3368-1519

❶封入希望月の前月 15 日までに下記事項を記載の上、問合せ先まで
お申し込みください。

　　❖会社名、担当者、連絡先（住所、Tel、Fax、E-mail）
　　❖封入希望号
　　❖サイズ
　　❖カタログの簡単な内容説明
　　❖割引対象にあたる場合はその旨記載ください。

❷封入希望月の遅くとも前月末日までに下記事項についてご手配ください。
　　❖カタログ見本を問合せ先までお送りください（PDF、Fax 可）。
　　❖納品業者をお知らせください。

❸納品日は封入希望月の 5 日（土曜、日曜、祝日の場合は翌営業日）です。
　日付指定にて必要枚数（25,000 枚）を印刷し指定の納品先へお送り
　ください。  
　　❖納品先は、お申し込み後にご連絡いたします。
　　❖納品が遅れますと同封ができない場合がございます。その場合はキャンセルとさせ
　　　ていただきます。

❹カタログを同封した学会誌を発行日にお送りしますので、ご確認ください。

❺後日請求書をお送りしますので振込手続きをお願いします。

 お申し込み方法と掲載までの手続き 1 通あたり
約14.7 円！

毎月会員に配布している学会誌に貴社 /貴校のカタログや広告を同封し、直接読
者にお届けするサービスです。
通常のDMと異なり学会誌に同封しますので、読者の開封率は格段に上がります。
また、カタログ送付にかかるコストを最小に抑えることができ、なおかつ情報処
理を専門とする読者にターゲットを絞った効果的な案内を出すことが可能となり
ます。

？
カタログ同封
サービスとは？

基本価格　367,500 円
対象：全会員　25,000 通 配布
（正会員 /名誉会員 /準会員 /学生会員 /賛助会員）

サイズ：A4判または A3判二つ折り（その他についてはご相談ください）
用紙：色上質厚口（四六判 80kg）またはコート紙（四六判 90kg）相当

問合せ先

＊情報処理学会研究会主催、共催を含む

大学 /研究所 /賛助会員または情報処理学会主催・
共催事業は、下記のとおり割引料金が適用されます。

「情報処理」
カタログ同封サービスの
ご案内

※価格はすべて税込

 

大学や
共催事業は
さらに割引も！

（社）情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp
〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

大学 /研究所 /賛助会員　　　
（基本価格の 40％ Off ！）

情報処理学会主催・共催事業＊

（基本価格の 80％ Off ！）

220,500 円

73,500 円



ご意見をお寄せください！
【1月 10 日頃までにお出しください】

 宛 先 （社）情報処理学会 モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
 http://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enq5012.html Fax(03)3518-8375 E-mail:editj@ipsj.or.jp
 （E-mailで送信される場合は，10-1-aのようにコードでお答えください）

 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
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■ 編集室 ■

次号（1月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」社会に浸透する新たなコンピュータ／ネットワークの世界
 バブルブラウザ：子供向けWebブラウザの取組み／動的な空間表現を可能とするWeb技術の開発／ブログからの地域イベン
ト情報抽出／大量の行動履歴情報を扱うプラットフォーム技術／日常的使用を目指した音声入力インタフェース／英語字幕に
よる会議支援／常時ユーザ認証／ダンスパフォーマンスのための動作認識手法／メディアとしての香り／携帯端末向け測位技
術の動向サーベイと新技術の紹介／無線端末の移動通信履歴を用いた自動地図生成／無線ネットワーク技術を用いた災害時
救命救急支援／A Scalable Table Lookup Method for VoIP Flows with Variable Bit-Rate／符号理論と通信を融合した Network 
Codingを用いたアドホックネットワークの実現／社会に浸透するインターネット放送サービス／ネットワークシミュレータ
の車車間通信システムモデルの機能と実行性能の比較

報 告 卓越技術データベースの構築と発信～愛称「電気のデジタル博物館」http://www.dbjet.jp～ …………… 末松安晴 他
    国際情報オリンピックブルガリア大会参加報告…………………………………………………………………… 谷　聖一
解 説　図書館経営における新しい情報技術の活用………………………………………………………………………… 日高昇治

コラム　“I”見聞録／欧州駐在員便り

　今最後の編集作業を行っていますが，広島の地では IETF76

回広島大会が開かれています．ネットワークに関連した国際
標準化活動の場である IETFが日本で開催されるのは 2002年
の横浜大会以来 7年ぶりです．今回のテーマである「クラウ
ドコンピューティング時代の大規模運用技術」で取り上げた
NETCONFも横浜大会で議論が始まった技術です．時間がかか
るなと思う反面，2002年当時を振り返ると，仮想化技術も今ほ
ど充実しておらず，NETCONFのようなWebサービス技術の
装置への組込みも想像できなかったものが現実で，それが実現
できていると思うと 2015年くらいにはクラウドともども当た
り前に使われている技術になっていてほしいと思う今日この頃
です．なお，今回特集をした運用技術ですが，これは意外と研
究をしている方が少ない分野です．いまや「運用」なくしてシ

ステムは成り立たないのですが，なかなか体系的に整理される
（ITILや COBITなどはありますが，管理手法とか管理 DBのモ
デル化とか）ことが進んでいません．今後，研究開発テーマと
して運用技術が注目され，2015年くらいまでには，いろいろな
技術開発がされ，明るい ICT社会になっているのではないかと
思います．
　最後になりますが，本特集の編集にあたり著者の皆様には多
大なご協力をいただきました．また，各方面の先生方の仮想化
における問題点のお話などを聞かせていただき私自身も勉強に
なることが多かった実りある作業だったと思い，大変感謝して
おります．改めて著者の皆様にこの場を借りて厚くお礼申し上
げます．

（黒崎芳行／本特集エディタ）
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